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研究成果の概要（和文）：最終的な学習成果までを可視化する段階的な形成的評価手法としてのルーブリックを
利用した学習者の自己・相互評価及び教員による評価を開発済みの協調学習支援システムに組み込み、そのシス
テムを利用した授業フレームワークを構築した。授業実践を通じてそのシステムとフレームワークを評価した結
果、ルーブリックに基づく評価システムによる相互評価は、学習プロセスにおける学生の関与と望ましい学習成
果の達成を促すことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Learners' self- and peer-assessment and teacher evaluation using rubrics as 
a step-by-step formative assessment method to visualize the final learning outcomes were 
incorporated into the collaborative learning support system that had been developed. A lesson 
framework based on collaborative learning was also developed. As a result of evaluating the system 
and framework through classroom practice, it was found that mutual assessment through the 
rubric-based assessment system promoted student involvement in the learning process and the 
achievement of desired learning outcomes.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本科研では、ルーブリック評価用システムの開発、開発したシステムを利用した授業フレームワークの構築及
び開発・構築したシステムとフレームワークの評価を行った。評価の結果、構築した協調学習を基盤とした授業
フレームワークと開発したルーブリックに基づく評価システムは、学生の継続的学習意欲を高める授業フレーム
ワークと評価システムであると結論付けることができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
学習成果の可視化を目的に、言語活動における到達目標の設定やその到達目標に伴うルーブ

リック作成・評価が盛んに行われている。こういったルーブリック評価を授業内において実施す
ることを目的としたシステムやアプリケーションがすでに開発されているが（e.g., [1][2][3]）、学
習成果だけではなく、学習成果に至る過程を十分に可視化するシステムやアプリケーションの
開発には至っていない。 

 
２．研究の目的 
そこで、最終的な学習成果までを可視化する段階的な形成的評価手法としてのルーブリック

を利用した学習者の自己・相互評価及び教員による評価を、第２回 IMS Japan 賞優秀賞を受賞し
た協調学習支援システムに組み込み、そのシステムを利用した授業フレームワークを構築し、授
業実践を通じてそのシステムとフレームワークを評価することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
研究の方法として、以下の３項目を実施した。 

(1) ルーブリック評価用システムの開発 
(2) 開発したシステムを利用した授業フレームワークの構築 
(3) 開発・構築したシステムとフレームワークの評価 
 
４．研究成果 
(1) ルーブリック評価用システムの開発 
本システムは、スマートフォン、タブレット及び PC に対応した開発済みの協調学習支援シス

テム（第２回 IMS Japan 賞優秀賞受賞）の追加機能として開発した[4]。以下に、システムの学生
向けの機能を示す。 
・自己評価機能：学生が、自身の発表を終了後に自己評価を入力する機能で、評価内容やコメン
トは、本人と教員のみが閲覧可能である。 
・相互評価機能：他の学生の発表に対して評価を入力する機能で、コメントを含む評価内容は、
発表者本人と教員のみが閲覧可能である。 
・自己評価・相互評価及び教員による評価の閲覧機能：自己評価・相互評価及び教員による評価
を、図 1 のように 1 つのシート上で確認ができる機能で、自己評価と他者からの評価のギャップ
を確認することができる。 
・教員からの個人向けコメント閲覧機能：教員が、学生の自己評価や振り返りのコメントを確認
した上で、総括的なコメントを記入し、それを確認する機能で、このコメントは、学生本人のみ
が閲覧可能である。 
・学習成果までの過程を可視化する機能：同じルーブリックを使って（プレゼンテーション等の）
言語活動を複数回行う場合、図２のように学生が自身の変化を確認できるように各回のルーブ
リックを比較できる機能である。 

 

図１ 評価が反映されたルーブリック画面例 図２ 学習成果までの過程を比較・確認する画面 



 
次に、以下、本アプリケーションの教員向けの機能を示す。 

・ルーブリック作成機能：任意のルーブリックをアップロードする機能で、評価項目や尺度の数、
評語は自由に設定できる。 
・学生の自己評価に対する学生個人向けコメント記入機能：教員が、学生の自己評価や振り返り
のコメントを確認した上で、総括的なコメントを記入することができる機能である。 
・学生の自己評価・相互評価及び教員による評価閲覧機能：学生ごとの自己評価・相互評価及び
教員による評価を、１つのシート上で確認ができる機能である。 
 
(2) 開発したシステムを利用した授業フレームワークの構築 
協調学習を基盤とした反転授業フレームワークを構築した。このフレームワークは３つの段

階（授業前（Pre-class）、授業（Class）、授業後（Post-class）という３つのセッション）から成り
立っている。まず、学習者は教室外で、小グループ単位で学習課題に取り組む。次に、授業最初
に、ルーブリックに基づく授業外活動の自己評価と相互評価の後、学習者は目標を設定し、目標
達成のために小グループ単位で学習課題に取り組む。授業が終了する前に、授業での活動の自己
評価と相互評価の後、学習者は次の授業外活動のための新しい目標を設定する。そして、授業外
では、学習者は、授業の終わりに設定した新しい目標を達成するために、小グループ単位で学習
課題を協働して行う（図３参照）。 

 

 

図３ 協調学習を基盤とした反転授業フレームワーク 
 
(3) 開発・構築したシステムとフレームワークの評価 
図３で示したフレームワークを英語でのプレゼンテーションを目標とする授業に導入し、相

互評価、学生の継続的学習への動機づけ、学生の授業に関する実感を明らかにするために、授業
参加者（N = 51）に質問紙調査を実施した[5]。質問票は４つのパートから構成されている（表１
参照）。回答には５段階のリッカート尺度（1-全く同意しない、5-全く同意する）を使用し、相互
評価、学生の継続的学習動機、学生の授業評価について、参加者の様々な実感を適切に表現でき
るようにした。 

 
表１ 質問紙 

Part Question Number of items 

Part I Questions about trust in peer assessments 3 

Part II 
Questions about usefulness for peer 

assessments 
4 

Part III Questions about course evaluations 6 

Part IV 
Questions about motivation for continuous 

learning 
1 

 
相関分析を行った結果、相互評価への信頼と相互評価の有用性には正の相関が見られた（p 

< .001）。また、相互評価の有用性と授業評価（p < .001）、相互評価の有用性と継続学習動機（p 



< .001）の間にも正の相関が見られた。さらに、授業評価は、継続学習に対する動機づけと強い
相関があった（p < .001）（表２参照）。本相関分析の結果から、相互評価を信頼している学生は、
相互評価の有用性が高い、相互評価の有用性が高い学生は、授業を継続して受講する傾向がある、
授業を高く評価している学生は、授業を継続して受講する意欲が相対的に高い、という３点が明
らかになった。 

 
表２ 相関分析結果 

  1 2 3 

1 Trust in peer assessments    

2 Usefulness for peer assessments .57***   

3 Course evaluations .33* .60***  

4 Motivation for continuous learning .23 .46*** .82*** 

*p <. 05, ***p <. 001 

 

構築した協調学習を基盤とした反転授業フレームワーク内でのルーブリックに基づく評価シ
ステムによる相互評価は、学習プロセスにおける学生の関与と望ましい学習成果の達成を促す
ことが判明した。したがって、本科研で構築した協調学習を基盤とした反転授業フレームワーク
と開発したルーブリックに基づく評価システムは、学生の継続的学習意欲を高める授業フレー
ムワークと評価システムであると言える。 
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